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/ 約 4初そえ今i寄名令々 私

かねてより ，本紙上でご報告してまいりました11月の行事が，下段の御案内の通りに決定致
しました。なお，こ のほかに， 6日には組織病理実習室の展示があります。こまた， 8日の式
典には， 物故教職員，同窓会員の慰霊祭を行います。さらに，その後十こ「私の見た母校の80年」
と題し，今回見信氏の記念講演もあります。この期念に，同窓こぞって水道橋に集まって意義
ある盛大なお祭りに したいものです。奮って御参集されることを期待しております。

東
京
歯
科
大
学
創
立
八
十
周
年
記
念

並
び
に
血
脇
守
之
助
先
生
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誕
百
年

祭
記
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御
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内
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十
周
年
記
念
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第

一
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十

一
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(
金
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前
九
時

l
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後
五
時
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0

一
般
講
演
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特
別
講
演

「小
児
歯
科
の
現
状
」
今
西
孝
博
助
教
授
(
四
時

l
五
時
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0

宿
題
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歯
周
疾
患
に
お
け
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研
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西
村
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雄
助
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授
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十
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十

一
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(
土
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午
前
九
時
|
十
二
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第
四
教
室

O
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム

「
最
近
に
お
け
る
印
象
採
得
の
す
べ
て
」

司
会

金
竹
哲
也
教
授
関
根
弘
教
授

講
師

小
平
崇
講
師
ハ
補
綴
)
腰
原
好
講
師
(
補
綴
)
溝
上

隆
男
講
師
(
補
綴
〉
高
橋

一
祐
助
教
授
(
保
存
)
瀬
端

正
之
助
教
授
(
矯
正
)
野
口
八
九
重
助
教
授
(
理
工
)

今
西
孝
博
助
教
授
(
小
児
歯
科
)

八
十
周
年
記
念
並
び
に
血
脇
先
生
生
誕
百
年
記
念
式
典

日
時
十
一
月
八
日

(
目
〉
午
後
一
時
|
三
時
三
十
分

場
所
母
校
講
堂

。
な
お
来
会
者
に
は
記
念
品
と
し
て
東
京
歯
科
大
学
バ
ー
ナ
ー

を
配
布
を
致
し
ま
す
。

八
十
周
年
並
び
に
血
脇
先
生
生
誕
百
年
記
念
祝
賀
会

日
時
+
一
月
八
日

(
日
)
午
後
五
時
よ
り

場

所

小

石

川

椿

山

荘

会

費

三

千

円

o
C
家
族
の
同
伴
も
歓
迎
し
ま
す
。
式
典
終
了
後
、
椿
山
荘
ま

で
の
無
料
パ
ス
の
用
意
が
あ
り
ま
す
。

血
脇
守
之
助
先
生
遺
品
、
遺
墨
展

期
間
十
一
月
六
日
よ
り
八
日
ま
で

場
所
母
校
第
一
教
室

高
山
紀
斎
先
生
記
念
碑
建
設

岡
山
県
歯
科
医
師
会
館
敷
地
内
に
胸
像
を
建
設
す
る
予
定
で
あ
る
。
完

成
除
幕
式
は
未
定
で
あ
る
。

血
脇
守
之
助
先
生
謝
恩
碑
整
地
整
備

千
葉
県
我
孫
子
の
現
在
地
に
十
一
月
八
日
ま
で
に
完
成
の
予
定
で
あ
る

御

通

知

第
七
十
六
回
東
京
歯
科
大
学
同
窓
会
定
時
総
会

日
時
昭
和
四
十
五
年
十
一
月
八
日

(
日
)

午
前
十
時
|
十
二
時

場

所

母

校

第

四

教

室

議
案

て
昭
和
四
十
四
年
度
東
京
歯
科
大
学
同
窓
会
経
常

部
収
支
決
算
誼
ぴ
に
財
産
目
録
の
承
認
を
求
め
る
件

二
、
昭
和
四
十
四
年
度
東
京
歯
科
大
学
同
窓
会
特
別

会
計
収
支
決
算
の
承
認
を
求
め
る
件

叙
勲
者
・
受
章
者
顕
彰
式

定
時
総
会
終
了
後
に
同
じ
場
所
で
行
な
い
ま
す
。

東
京
歯
科
大
学
同
窓
会
評
議
員
会

日
時
昭
和
四
十
五
年
十
一
月
七
日

(
土
)

午
後
一
時
|
五
時

場

所

母

校

第

四

教

室

議
案

一
、
昭
和
四
十
四
年
度
東
京
歯
科
大
学
同
窓
会
経
常

部
収
支
決
算
並
び
に
財
産
目
録
の
承
認
を
求
め
る
件

二
、
昭
和
四
十
四
年
度
東
京
歯
科
大
学
同
窓
会
特
別

会
計
収
支
決
算
の
承
認
を
求
め
る
件

一二
、
昭
和
四
十
五
年
度
経
常
部
補
正
予
算
の
承
認
を

求
め
る
件

四
、
昭
和
四
十
六
年
度
東
京
歯
科
大
学
同
窓
会
事
業

計
画
案

五
、
昭
和
四
十
六
年
度
東
京
歯
科
大
学
同
窓
会
経
常

部
収
支
予
算
案

六
、
昭
和
四
十
六
年
度
東
京
歯
科
大
学
同
窓
会
特
別

会
計
収
支
予
算
案

七
、
名
誉
会
員
推
薦
の
件

八
、
絞
勲
者
、
受
章
者
顕
彰
の
件

そ
の
他

鹿
島
俊
雄
後
援
会
全
国
役
員
会

日
時
昭
和
四
十
五
年
十
一
月
七
日

(
土
)
午
後
五
時
よ
り
、

同
窓
会
評
議
員
会
終
了
後
引
き
続
き
開
催
。

場

所

母

校

第

四

教

室

評
議
員
懇
親
会

十
一
月
七
日

(
土
〉
午
後
六
時
よ
り
ホ
テ
ル
後
楽
園
に
於
い
て
開
催
し

ま
す
。



東京歯科大学創立八十周年記念並びに血脇守之助先生生誕百年記念行事日程表
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8
月
出
日

9
月
7
日

9
月
印
日

8
月
日
日

8
月

η
日

8
月
叩
同
日

8
月
幻
日

8
月
お
日

8
月
お
日

8
月
幻
日

8
月
剖
日

8
月
初
日

8
月
初
日

8
月
羽
目

8
月
却
日 本

部

短

信

一
日
入
学
山
梨
県
歯
科
医

師
会

台
風
9
号
被
害
地
区
支
部

長
に
見
舞
状
並
び
に
被
害

報
告
書
発
送

常
任
理
事
会

北
海
道
連
合
支
部
総
会
林

副
会
長

・
津
島
理
事
出
張

日
曜
セ
ミ
ナ
ー
(
口
腔
外

科〉黒
崎
博
顧
問
葬
儀
安
烏
理

事
会
葬

台
風
間
山
号
被
害
地
区
に
対

し
見
舞
電
報
を
発
信
。

台
風
叩
号
被
害
地
区
支
首

長
宛
見
舞
状
並
び
に
報
告

書
発
送
。

高
知
県
支
部
会
員
宛
見
舞

状
を
発
送
し
た
。

鹿
島
後
援
会
企
画
部
幹
事

会
開
催

六
歯
科
大
学
同
窓
連
合
懇

親
会
(
阿
蘇
)
井
上
会
長

代
理
高
木
副
会
長
岡

・
山

崎
の
両
理
事
出
張

小
西
憲
作
君
葬
儀
安
島
理

事
会
葬

四
校
会
談

臨
時
常
任
理
事
会

神
奈
川
県
支
部
総
会

井
上
会
長
代
理

・
斎
藤
理

事
出
張

関
東
地
区
支
部
連
合
会

井
上
会
長
代
理

・
安
島

・

清
藤

・
斎
藤
の
各
理
事
原

事
務
長
出
張

京
都
府
支
部
総
会

・
井
上

会
長
代
理

・
長
岡
理
事
出

張日
歯
役
員

・
代
議
員
懇
談

会静
岡
県
支
部
会
員

一
日
入

学四
園
地
区
支
部
連
合
会

井
上
会
長
代
理

・
清
藤

・

斎
藤
両
理
事
出
張

日
曜
セ
ミ
ナ
ー
(
放
射
線
〉

神
奈
川
県
歯
科
医
師
会

二
十
周
年
記
念
安
島
理
事

出
張

会
計
監
査

・
常
任
理
事
会

千
葉
県
支
部
総
会
井
上
会

長
代
理

・
斎
藤
理
事
出
張

。
栄

誉

藍
綬
褒
章
受
章

9
月
ロ
日

9
月
日
日

9
月
間
山
日

9
月
叩
回
目

9
月
日
日

9
月
初
日

9
月
初
日

9
月
泣
日

9
月
初
日

。
地
区
理
事
決
定

近
畿
地
区

ロ

長

。
支
部
長
交
替

熊
本
県
支
部
日

北

信

支

部

川

〈〉
新
入
会
員

前

山

田

勇

2 

斎

藤

静

坂

健

青松

謙

一

富
士
弥

木本
福
井
県

逝
去
会
員
の
お
知
ら
せ
は
次
号

で
い
た
し
ま
す
。



九
月
三
十
日
進
学
課
程
に
お
い
て

故
南
部
実
教
授
大
学
葬

故
南
部
実
教
授
の
大
学
葬
は
、
葬
儀

委
員
長
に
石
河
幹
武
理
事
長
、
副
委
員

長
に
杉
山
不
二
学
長
、
井
上
真
同
窓
会

会
長
代
理
が
あ
た
ら
れ
、
去
る
九
月
三

十
日
、
午
後
一
時
よ
り
、
市
川
進
学
課

程
講
堂
に
於
い
て
、
し
め
や
か
な
う
ち

に
も
、
盛
大
に
と
り
行
な
わ
れ
た

3

大
学
、
同
関
係
者
、
同
窓
会
、
父
兄

会
、
卒
業
生
、
謡
曲
部
そ
の
他
の
方
々

よ
り
贈
ら
れ
た
生
花
に
う
ず
ま

っ
た
祭

垣
の
中
央
に
故
南
部
教
授
の
遺
影
が
飾

ら
れ
た
式
場
に
は
、
と
遺
族
、
と
親
戚

は
も
と
よ
り
大
学
教
職
員
、
学
生
、
同

窓
が
多
数
参
列
し
、
な
か
に
は
北
海
道

よ
り
急
ぎ
か
け
つ
け
た
卒
業
生
の
顔
も

み
ら
れ
た
。

葬
儀
は
神
式
に
よ
り
定
刻
に
始
め
ら

れ
た
。
神
官
の
祭
詞
奏
上
、
葬
儀
委
員

長
の
祭
文
を
入
江
義
次
理
事
が
朗
読
、

つ
い
で
、
学
長
、
同
窓
会
長
、
父
兄
会

長
、
友
人
代
表
、
卒
業
生
代
表
、
在
学

生
代
表
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
故
人
の
徳
を

た
た
え
、
急
逝
を
い
た
む
切
切
た
る
弔

辞
が
述
べ
ら
れ
、
参
列
者
の
胸
を
強
く

打
つ
も
の
が
あ
っ
た
。
つ
い
で
、
故
教

授
の
趣
味
で
あ
っ
た
謡
曲
の
一
節
が
、

謡
曲
部
員
に
よ
っ
て
悲
し
く
も
高
ら
か

に
う
た
い
あ
げ
ら
れ
た
。
弔
電
披
露
の

後
、
代
表
者
よ
り
玉
串
を
奉
典
し
、
撤

舗
闘
の
儀
を
も
っ
て
大
学
葬
は
終
了
し

厳
粛
盛
大
裡
に
と
り
行
な
わ
る

た
葬
儀
委
員
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
二
時

十
分
よ
り
同
所
に
お
い
て
告
別
式
が
行

な
わ
れ
た
。
故
南
部
教
授
に
最
後
の
別

れ
を
告
げ
る
人
の
列
は
あ
と
を
た
た
ず

故
教
授
の
人
徳
が
い
ま
さ
ら
に
偲
ば
れ

る
葬
儀
で
あ
っ
た
。

故
南
部
教
授
は
、
高
知
県
に
大
正
十

三
年
に
生
ま
れ
、
第
二
高
等
学
校
を
経

て
東
京
帝
国
大
学
理
学
部
動
物
学
科
に

入
学
、
昭
和
二
十
二
年
九
月
同
大
学
を

卒
業
さ
れ
た
。
翌
二
十
三
年
三
月
東
京

歯
科
大
学
予
科
(
旧
制
〉
の
教
授
に
就

任
さ
れ
、
昭
和
三
十
四
年
四
月
進
学
課

程
(
新
制
〉
教
授
に
、
以
来
今
日
ま
で

二
十
二
年
間
、
生
物
学
を
担
当
さ
れ
、

多
く
の
学
生
の
教
育
指
導
に
専
念
さ
れ

て
き
た
。

大
学
の
命
に
よ
り
、
本
年
八
月
十
二

日
羽
田
を
出
発
、
ア
フ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
視
察
を
お
え
、
九
月
十
日
元
気

に
帰
国
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
十
二
日
に

発
熱
、
四
十
度
も
の
熱
が
三
日
間
も
続

き
、
十
六
日
に
樺
島
病
院
に
入
院
さ
れ

た
が
、
医
師
の
懸
命
の
努
力
に
も
拘
ら

ず
、
十
九
日
早
朝
急
逝
さ
れ
た
。
四
十

六
才
。
急
性
肝
炎
の
疑
い
と
の
こ
と
で

あ
る
。
故
南
部
教
授
は
生
物
学
と
り
わ

け
、
動
物
の
内
分
泌
学
に
つ
い
て
造
詣

が
深
く
「
脊
椎
動
物
の
産
卵
機
構
」
を

テ
1
7
と
し
て
、

ラ
ッ
テ
、
メ
ダ
カ
を

研
究
材
料
と
し
て
着
々
研
究
が
進
ん
で

い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

先
生
は
ま
た
、
常
に
学
生
の
よ
き
理

解
者
と
し
て
学
生
の
尊
敬
を
集
め
て
お

ら
れ
、
ク
ラ
ス
主
任
、
謡
曲
部
A
長
、

幹
事
を
さ
れ
て
大
学
な
ら
び
に
学
生
の

た
め
カ
を
尽
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

と
遺
族
は
、
美
和
子
夫
人
と
大
学
受

験
準
備
中
の
長
男
、
高
校
一
年
の
長

女
、
小
学
校
四
年
の
次
女
の
四
人
で
あ

る
。
こ
れ
か
ら
と
い
う
時
の
急
逝
は
、

お
し
み
て
も
余
り
あ
る
も
の
が
あ
る
。

こ
こ
に
つ
つ
し
ん
で
御
冥
福
を
お
祈

り
す
る
し
だ
い
で
あ
る
。

一

十
年
会

久
保
田

一

去
り
し
小
西
学
兄
の
事
ど
も

正

今
日
の
葬
儀
は
、
横
浜

市

会

議

員

会
、
歯
科
医
師
会
、
消
防
団
、
及
び
民

社
党
神
奈
川
支
部
の
主
催
す
る
合
同
葬

で
あ
っ
た
の
で
数
多
の
市
民
の
方
々
が

参
列
さ
れ
た
事
は
申
す
ま
で
も
な
い
。

生
前
彼
の
徳
行
を
物
語
っ
て
い
る
。
彼

は
学
生
時
代
か
ら
人
情
味
に
富
み
、
人

々
に
は
常
に
特
別
親
切
に
世
話
を
し

た
。
苦
学
し
た
経
験
が
あ
る
の
で
、
貧

乏
な
人
、
弱
者
に
味
方
を
す
る
の
が
す

き
だ
っ
た
。
従
っ
て
彼
を
し
た
う
人
々

も
多
か
っ
た
。
弁
論
が
素
晴
ら
し
く
上

手
だ
っ
た
の
で
、
名
弁
論
部
長
も
や
っ

た
。
卒
業
と
同
時
に
級
友
鈴
木
録
二
兄

の
御
世
話
で
横
浜
に
住
む
事
に
な
っ
て

か
ら
爾
来
四
十
数
年
に
な
る
だ
ろ
う
。

彼
を
支
持
す
る
大
衆
に
従
っ
て
、
市
会

議
員
に
選
挙
さ
れ
、
今
日
ま
で
当
選
六

回
、
都
合
二
十
四
年
間
、
市
民
の
た
め

に
徹
底
的
に
働
い
た
。
現
職
の
飛
鳥
田

市
長
は
じ
め
、
要
職
の
方
か
ら
庶
民
に

い
た
る
ま
で
、
畏
敬
や
ま
ぎ
る
多
数
の

市
民
が
会
葬
さ
れ
た
こ
と
は
、
彼
の
功

徳
、
積
善
及
ぴ
世
話
好
き
の
善
行
を
物

語
っ
て
い
る
。
勿
論
、
花
輪
、
生
花
等

も
数
百
台
を
数
え
、
彼
の
蔭
徳
を
功
に

表
し
て
い
た
。
彼
の
脳
中
に
は
市
会
の

事
や
人
事
の
こ
と
で
、
時
に
滅
私
奉
公

己
を
捨
て
て
居
ら
れ
た
時
も
あ
っ
た
様

だ
。
こ
の
度
の
交
通
事
故
も
、
混
雑
す

る
自
動
車
の
流
れ
を
縫
っ
て
、
横
断
し

て
い
た
セ
ツ
ナ
、
単
車
が
横
か
ら
飛
出

し
て
事
故
を
起
し
た
ら
し
い
。
か
け
よ

(，た
人
々
に
対
し
て
身
を
お
こ
し
な
が

ら
苦
笑
し
何
か
咳
い
た
そ
う
だ
、
し
か

し
、
そ
の
ま
ま
意
識
を
う
し
な
い
、
神

奈
川
医
大
へ
と
は
こ
ば
れ
た
。
彼
の
気

持
は
、
僕
も
悪
か
っ
た
の
で
す
と
表
現

し
、
事
故
を
起
し
た
青
年
の
顔
を
さ
が

し
た
様
に
思
わ
れ
る
。
彼
の
は
こ
ば
れ

た
病
院
は
、
彼
の
尽
力
で
建
て
ら
れ
た

も
の
で
、
手
厚
い
看
護
も
む
な
し
く
七

十
二
年
の
生
涯
を
と
じ
た
。
お
し
い
人

を
無
く
し
た
も
の
だ
、
惜
し
い
哉
。
奥

様
の
為
に
、
御
子
様
の
為
に
否
広
く
社

会
の
為
に
今
し
ば
ら
く
生
き
て
呉
れ
れ

ば
と
、
彼
に
期
待
す
る
知
友
の
多
く
あ

る
こ
と
は
彼
の
生
前
の
逃
徳
と
思
わ
れ

る
。
此
等
の
人
々
の
住
む
町
内
で
、
血

を
流
し
、
肉
体
は
近
く
の
久
保
山
で
だ

毘
に
ふ
せ
ら
れ
、
そ
の
煙
は
横
浜
の
空

を
覆
い
、
御
骨
は
市
を
見
下
す
久
保
山

に
埼
帯
持
さ
れ
る
の
で
、
彼
の
魂
瞬
も
さ

ぞ
か
し
満
足
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

今
年
の
十
年
会
の
熱
海
南
明
ホ
テ
ル
総

会
は
彼
の
絞
勲
の
祝
賀
を
か
ね
て
の
大

盛
会
だ

っ
た
が
、
約
二
カ
月
後
他
界
さ

れ
た
こ
と
は
返
す
返
す
も
惜
し
い
こ
と

で
あ
る
。
小
西
憲
作
君
が
入
院
中
に
柴

太
郎
君
も
他
界
さ
れ
た
事
の
通
知
が
あ

り
、
こ
の
秋
は
淋
し
さ
が
一
入
増
し
て

来
る
。
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一一補綴臨床・そのか んどころーー

合釘継続歯の除去法について

太 田 是 男

合釘継続歯の除去は，これを作製する以上に困難を伴 に麟蝕のない症例において有効であるが，根面の甑蝕が

うことが多L、。前準備としてX線写真撮影をおこない歯 大きい症例や，根面板のない合釘継続歯にはあまり効果

根の長さ，骨の状態，合釘の長さ，太さ，形などを確め がなし、。このような症例においては人工歯および根面板

る必要がある。また継続歯の歯冠部が残っているか否 を削去し合釘だけを残す。そして合釘の唇側および舌側

か，根面板の有無，さらに根面の麟蝕の有無などによっ の根面にできるだけ近い部分を模状に削り，鉛子の保持

て使用する鉛子や除去の方法が異なってくる。 部を形成する。保持の為の模形は鉛子が滑らぬようにす

る為に，深くしかも鋭角に作る必要があるが，深く削り

すぎて合釘が破折しないように注意しなければならな

L、。

金属裏装継続歯の症例においては(図 1)，まず唇側歯

頚部の人工歯を模状に削り，援面板を一部露出させる。

狼面板が比較的薄いときにはこれを根面から剥離する。
図 2

根面板が厚く曲げることのできない場合には，小さめの 兼松式除去鉛子(図 2)は2本で l組となっており，

ラウンドパーで削去しでもよい。舌側歯頚部は金属を削 小さい方の 2号鉛子(図 2の斜線部分〉で合釘を保持し，

り，根面と裏装金属との聞に模状の空聞を作る。この模 根面と 2号鉛子との聞に撲となる大きい方の l号鉛子を

状の先端は必ず歯質と金属の接際部に向っていなければ 入れて除去する。この鉛子は他の鉛子と比較して歯牙の

ならなし、。根面に麟蝕のない症例においては，この状態 破折を招くことが少し除去の確率も高し、。また隣在歯

で矢崎式抽出鉛子を用いて除去する。 間のスペースがせまくてリットノレジャイア γ トなどが使

根面に麟蝕がある場合には，軟化牙質を残したまま鉛 用できない症例においても有効である。

子を使用すると，脱灰されていない部分の歯質が支点と 以上の他に合釘のみが残った症例においては三金製合

なり，歯根を破折することがあるので，軟化牙質を完全 釘除去鉛子が，根面板が残っている症例においてはリム

に除去し凹凸のない平面にしてから鉛子を用いる。ま ーヴ 7ーも使用できる。合釘が根面上に突出していない

た歯頚部を模状に削去せずに鉛子を用いることは歯狼自 症例には， S. S. White社製合釘除去器が有効であると

体に鉛子をかける恐れがあり，歯質の破折を招くことに 報告されているが，むしろ小さいラウンド、パーやインパ

なる。 ーテッドコーンパーなどで削り取る方が得策である。ま

除去に際しては合釘を回転させたり，引き放くような た合釘が極端に長く，側面が平行でしかも太い場合には

カを絶対に加えてはならなし、。むしろ根面に押しつける 除去が不可能なので，根端部に異状がない場合には根面

ようにして鉛子を湿りしめるだけでその目的を達する。 上の合釘を応用し，さらに維持の為にピンホーノレを形成

もし患者が疹痛を訴えるときには歯牙を脱臼させる力が してメタノレコアーを作製するなどの方策が必要となる。

働いているものと考え，撲の方向や鉛子の方向を変える いずれの症例においても，除去に際しては歯牙が破折

必要がある。そうした意味においてほとんどの症例にお する可能性があり，最悪の場合には抜歯となることもあ

いて麻酔を施すべきで、はない。 りうるということを患者に理解させ了承を得た上で除去

矢崎式抽出鉛子は歯冠部と根面板が残存し，かつ糠面 操 作に入った方がよし、。(補綴学教室〕
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一一一補綴臨床・のかんどころ一一

局部床義歯と歯冠修復物支台歯との印象

一局部床義歯の浮き上りを防ぐ一

患者の口座内には，種々な症状や状態が存在し，単一

な領域からの処置では治療の目的を達成できない場合が

多い。補綴的な処置に集約された口腔内においても，単

独の歯冠修復物や架工義歯の範囲に属するものや局部床

義歯をもって機能の回復をはからなければならない範囲

に属するものが混在することが少なくなL、。これを吹合・

阻鴨力の負担という面からみるならば，金冠や架工義歯

のような歯根膜負担様式のものと，粘膜負担ない し粘膜

と歯根膜との混合負担様式の局部床義歯との組み合わせ

というように負担様式が異る補綴物の装着をしなければ

ならない場合があるということになる。多数の欠如歯が

あり， I皮合位が失なわれているような症例で，しかも歯

冠修復を必要とする歯牙を残していてこれをも局部床義

歯の維持歯ない しは鈎歯と して活用しようとする場合が

ある。このような時には治療方針としてまず歯冠修復の

処置から手がけてゆくのが普通である。

しかしながら，この歯冠修復を行なおうとする歯牙の

板端部に病巣があってこの治療を要したり，患者の機能

障害を早くなくすために不充分ではあるが，局部床義歯

を先に装着しなくてはならない場合もある。このような

症例においては，校合位を局部床義歯で、与えておいて後

にこの校合関係に調和させた歯冠修復物を装着するよう

になる。

さて後日，歯冠修復物の調製に着手し，支台歯形後に

義歯を装着した状態で支台歯の印象採得を行な う段階に

至って，装着されている局部床義歯が粘膜負担ない しは

粘膜負担を含んだ負担様式をとるものであるところに問

題が生じてくる。普通のように既製トレーを使用 して印

象採得を行なった場合には，義歯が浮き上がった作業用

模型ができてしまうおそれがある。このような作業用模

型で作られた歯冠修復物は患者の口腔内に装着された場

合，軽く l皮合させた状態で高いことがある。さらに，義

歯の粘膜負担部に力が加わった場合は義歯が沈下してし

まい歯冠修復歯のみが強く岐み合うことになり ，結果的

にl安合の高い歯冠修復物ができて しまうことになる。歯

冠修復物の早期接触や過重負担はその歯牙の歯周組織に

為害性をもたらすことは明らかである。

このような不都合な結果をまねきやすい印象採得時の

義歯の浮き上りは，印象採得時に義歯床下に印象材が入

り込むというりことにもある。しかし 義歯床下に印象

材が入り込まない場合でも，単純な印象採得を行なった

5 
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場合には，義歯床による義歯床下の粘膜の加圧がほとん

どなされていない状態(粘膜の上に義歯がそっとのって

いる状態〉の時の支台歯と義歯との位置関係が印象され

ることになる。ところが口腔内の義歯の粘膜負担部は機

能時には歯冠修復物よりも大きく沈下するために，歯冠

修復物の方に早期接触や過重負担がおきてくる。結果的

に義歯が浮き上がった模型で調製した場合と同じになっ

てしまう。

IL 
図 1

oqlf .. 

図 2

H常の臨床でおこりやすいこのような不都合を避ける

ためには，口腔内に装着されている義歯を積極的に押し

ながら印象採得を行なう必要がある。具体的な方法と し

ては印象採得時にトレーの内面て、義歯を加圧しながら支

台歯の印象採得を行なうのがよい。図 1は既製のトレー

を使用 して， 義歯の人工歯とトレーの内面との閑にモデ

リング ・カンパウンドのような硬因物を介在させて印象

採得を行なうものである。図 2はトレー用材料で各個ト

レーを作製する場合で，義歯の人工歯にトレー内面を接

触させたものを作っておく方法である。このようなトレ

ーで義歯を加圧しながら支台歯の印象採得を行なうこと

によって正しい作業用模型を得ることができる。この義

歯を加圧しながら行な う印象採得は，粘膜負担部を有す

る義歯が装着されている口腔内に歯冠修復物や歯根膜負

担様式の義歯を調製するような状態が生じた時にも応用

されなければならなし、。また処置歯の対顎に粘膜負担の

要素を含U'義歯がある場合の対合模型のための印象採得

時にも応用して効果をあげることができる。

〈補綴学教室講師〉



四
国
連
合
同
窓
会

第
二
回
総
会

き

本
年
度
総
会
は
九
月
十
九
日

(
土
)
愛
媛
県
松
山
市
奥
道
後

『
日
月
荘
』
に
て
開
催
さ
れ

た
。
早
朝
降
雨
激
し
く
関
係
者

を
心
配
さ
せ
た
が
、
そ
の
後
回

復
に
向
い
一
同
を
ほ
っ
と
さ
せ

た
。
総
会
出
席
の
学
校
代
表
米

沢
和
一
教
授
は
前
夜
新
居
浜
に

一
泊
、
佐
藤
、
松
木
、
藤
沢
等

が
お
伴
し
て
正
午
松
山
に
到

着
。
つ
い
で
同
窓
会
長
代
理
井

上
真
副
会
長
、
渉
外
部
長
清
藤

志
郎
理
事
、
斎
藤
静
三
鹿
島
後

援
会
長
は
元
気
な
姿
で
松
山
空

港
へ
降
り
立
た
れ
、
二
時
鹿
島

俊
雄
参
議
院
議
員
も
多
忙
な
日

程
に
も
拘
ら
ず
至
極
元
気
で
到

着
さ
れ
た
。

愈
土
疋
刻
四
時
、
相
会
す
る

者
七
十
二
名
。
総
会
は
先
ず
佐

藤
愛
媛
県
支
部
長
の
挨
拶
、
正

岡
愛
媛
県
歯
科
医
師
会
々
長
の

挨
拶
に
始
ま
り
、
井
上
副
会
長

か
ら
台
風
見
舞
及
び
福
島
会

長
、
大
井
副
会
長
の
病
状
並
ぴ

に
理
事
会
決
定
事
項
そ
の
他
、

ま
た
清
藤
理
事
か
ら
松
本
歯
科

大
学
設
立
の
沿
革
及
ぴ
同
窓
会

と
し
て
の
態
勢
に
つ
い
て
、
夫

九
ベ
報
告
が
あ
っ
た
。

つ
づ
い
て
学
校
代
表
米
沢
教

授
か
ら
来
る
十
一
月
八
日
挙
行

ー 、、

、ーつ支部の

さ
れ
る
母
校
創
立
八
十
周
年
記
念
式
典

と
祝
宴
並
び
に
血
脇
守
之
助
先
生
生
誕

百
年
記
念
の
行
事
と
事
業
の
内
容
、
来

年
度
入
試
要
項
、
研
究
室
状
況
等
に
つ

き
参
考
資
料
を
配
布
さ
れ
た
上
詳
細
な

報
告
が
あ
っ
た
。
鹿
島
参
議
院
議
員
よ

り
院
内
活
動
の
概
況
及
び
当
選
以
来
の

同
窓
の
支
援
に
対
す
る
感
謝
並
び
に
今

後
一
層
の
と
協
力
を
戴
く
様
懇
請
さ
れ

た
。
つ
い
で
斎
藤
後
援
会
長
よ
り
は
、

当
選
以
来
の
活
躍
状
況
及
び
、
同
窓
生

の
家
族
ぐ
る
み
の
協
力
方
を
お
願
い
す

る
と
の
挨
拶
が
あ

っ
た
。
す
か
さ
ず
四

園
地
区
同
窓
生
連
合
会
か
ら
鹿
島
議
員

に
対
し
全
力
を
挙
げ
て
後
援
す
る
む
ね

の
力
強
い
挨
拶
が
あ
り
全
員
の
熱
烈
な

拍
手
を
う
け
た
。

協
議
事
項
に
移
り
、
横
矢
高
知
県
支

部
長
よ
り
来
年
度
開
催
県
と
し
て
の
抱

負
を
、
猪
ノ
子
徳
島
県
支
部
長
や
平
田

香
川
県
支
部
長
よ
り
夫
々
関
係
事
項
の

報
告
並
び
に
挨
拶
が
あ

っ
た
。
会
は
終

始
熱
心
に
進
め
ら
れ
予
定
時
刻
を
遥
か

に
越
え
、
六
時
半
無
事
終
了
。
記
念
撮

影
の
後
直
ち
に
懇
親
会
に
入
る
。
西
村

一
雄
先
生
の
音
頭
で
母
校
並
び
に
同
窓

会
の
一
層
の
発
展
と
鹿
島
議
員
の
一
層

の
発
展
を
祈
念
し
乾
杯
。
一
同
久
閣
を

謝
し
、
先
輩
、
後
輩
肩
を
叩
き
乍
ら
杯

を
挙
げ
て
今
昔
を
語
り
、
水
道
橋
な
ら

で
は
の
懇
親
風
景
を
展
開
し
た
。
文
宴

半
ば
に
ゴ
ル
フ
大
会
の
授
賞
も
行
な
わ

れ
た
。
夜
の
更
け
る
の
も
忘
れ
て
の
盛

会
で
あ
っ
た
。

来
賓
一
行
は
風
光
明
娼
で
豪
華
な
奥

道
後
ホ
テ
ル
に
一
泊
さ
れ
た
。
翌
三
十

日
朝
松
山
空
港
発
全
日
空
機
に
て
夫
々

帰
途
に
つ
か
れ
た
。

(
松
木
記
)

サ
ヴ
力

l
O
B
会

恒
例
の
会
は
、
今
回
は
、
大
沢
一
博

先
生
、
父
君
大
沢
一
康
先
生
の
お
ほ
ね

を
り
に
よ
り
、
先
生
の
地
元
御
前
崎
に

て
、
九
月
十
二
、
十
三
日
に
閃
か
れ
、

舟
盛
料
理
に
舌
づ
っ
み
を
う
ち
、
肥
満

体
を
さ
す
り
な
が
ら
、
背
の
プ
レ
l
の

自
慢
話
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。
サ
ッ

カ
ー

O
B
部
会
も
年
々
新
入
会
員
を
迎

へ
、
す
で
に
五
十
名
に
達
し
ま
し
た
。

歯
科
医
学
専
門
学
校
当
時
は
二
部
で
活

躍
さ
れ
て
い
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す

が
、
現
在
は
六
部
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
当
時
の

O
B
会
員
の
諸

先
輩
御

一
報
下
さ
い
。
参
加
者
、
佐
々

木
次
郎
倒
、
石
川
恭

制
、
白
岩
良

一

個
、
高
橋
正
義
側
、
大
沢
一
博
帥
、
佐

藤
靖
帥
、
荒
川
明
網
、
大
曽
根
洋
倒
、

榎
本
洋
史
胸
中
田
金

一
刷
、
椛
木
一
雄

刷
、
関
塚
和
夫
帥
、
安
達
康
岬
、
榎
阪

敏
伸
、
本
年
度
役
員
は
、
前
年
度
よ
り

の
引
き
つ
ぎ
で
す
。

会

長

中

島

巌

帥

部
長
佐
々
木
次
郎
伺

監

督

椎

木

一

雄

伺

幹

事

佐

藤

靖

帥

(
中
野
区
沼
袋
2
1
m
|
2
)

感染根管，抜髄根管の消

毒 ・鎮痛 ・消炎にすぐれ

た効果を発揮します
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会

だ

ク

フ

ス

「

い

|

年

|
会

大
正
十
年
か
ら
大
正
十
五
年
頃
に
、

A
主
点
だ
っ
た
旧
友
が
毎
年
総
会
を
開
い

て
旧
交
を
温
め
て
い
る
。
ま
た
、
寄
稿

や
便
り
を
会
報
と
し
て
出
し
て
、
次
回

の
総
会
を
待
っ
て
い
る
。
来
年
は
岡
山

の
石
津
純
一
君
の
御
世
話
で
岡
山
を
中

心
に
、
各
地
か
ら
集
ま
る
。
旧
友
の
無

事
な
ほ
ほ
え
み
を
期
待
し
て
い
る
。
今

年
五
月
に
は
、
鈴
木
録
二
、
白
須
賀
次

郎
、
石
原
文
海
の
諸
兄
に
よ
り
東
京
、

箱
根
を
中
心
に
観
光
を
兼
ね
た
総
会
で

あ
っ
た
。
高
輪
泉
岳
寺
に
隣
接
す
る
高

山
歯
科
医
院
跡
を
た
ず
ね
、
現
在
の
母

校
の
発
展
と
我
々
の
の
幸
福
を
祈
っ

た
。
そ
れ
か
ら
中
村
歌
六
追
善
興
行
を

観
賞
し
、
俳
優
部
屋
及
び
奈
落
を
見

学
。
舞
台
の
上
と
下
の
差
が
吾
人
の
一

生
を
連
想
し
た
。
我
々
の
パ
ス
は
華
か

な
東
京
都
内
を
限
下
に
視
て
、
高
速
道

路
を
河
口
湖
畔
へ
と
進
ん
だ
。
河
口
湖

畔
の
富
土
レ

l
ク
ホ
テ
ル
の
夜
は
昭
和

三
十
三
年
当
地
で
開
催
し
た
十
八
名
の

顔
を
思
い
出
す
。
湖
畔
の
夜
は
静
か
だ

っ
た
が
友
の
顔
、
ね
と
と
、
い
び
き
も

翌
朝
ま
で
笑
い
の
た
ね
と
な
っ
た
。
朝

の
湖
畔
は
富
士
の
英
降
を
う
か
べ
た
。

五
合
自
の
影
色
は
昔
か
わ
ら
ぬ
雄
大
さ

で
は
あ
る
が
、
土
産
物
の
寅
庖
が
数
軒

よ

り
出
来
、
体
力
と
気
力
で
登
っ
た
往
事
を

思
い
出
し
た
。
再
ぴ
湖
畔
で
昼
食
中
に

今
回
初
出
席
の
安
田
泰
治
君
が
見
え
な

い
、
今
一
度
五
合
目
ま
で
探
し
に
行

き
、
下
界
の
風
物
や
世
の
変
り
に
心
を

う
ば
わ
れ
た
安
田
君
を
つ
れ
も
ど
し

た
。
富
士
五
湖
を
尋
ね
て
夕
刻
、
熱
海

の
ホ
テ
ル
に
落
ち
つ
い
た
。
小
西
憲
作

君
の
絞
勲
の
祝
を
兼
ね
て
懇
親
会
あ

り
。
一
夜
宿
は
、
熱
海
の
町
の
燈
火
が

消
え
る
こ
と
な
く
我
々
の
旧
友
の
心
燃

し
た
。
翌
日
は
雨
の
た
め
箱
根
行
を
断

念
し
、
真
鶴
の
佐
藤
泰
三
一
君
の
案
内
で

真
鶴
海
岸
を
見
物
。
河
野
一
郎
宅
に
て

昼
食
を
と
り
、
東
名
高
速
道
路
を
経
℃

東
京
都
内
の
高
層
ビ
ル
の
乱
立
す
る
聞

を
縫
っ
て
近
代
都
市
の
お
も
影
を
忍
び

つ
椿
山
荘
で
閲
散
し
た
。
(
久
保
田
〉

打
会

会
員
の
皆
様
御
元
気
に
お
過
し
の
こ

と
と
存
じ
ま
す
。
本
年
度
の
四
国
総
会

は
前
号
に
て
御
報
せ
い
た
し
ま
し
た
が

常
連
の
片
岡
君
は
病
気
を
秘
め
て
参
加

さ
れ
帰
省
早
々
直
腸
手
術
の
た
め
筈
友

病
院
に
入
院
さ
れ
一
カ
月
後
元
気
に
退

院
さ
れ
ま
し
た
。
只
今
静
養
中
で
す
。

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
総
会
に
て
決

定
い
た
し
ま
し
た
。

付
十
一
月
毎
校
創
立
八
十
周
年
記
念

祭
に
於
け
る
箱
根
ク
ラ
ス
会
は
参
加

者
三
十
余
名
と
な
り
左
記
の
通
り
開

催
い
た
し
ま
す
。
十
一
月
七
日
〈
土
)

箱
線
小
涌
園
ホ
テ
ル
、
宴
会
六
時
よ

h

ツ。
会
費
六
、
0
0
0円
(
現
地
集
合

現
地
解
散
)

伺
来
年
二
月
(
三
泊
四
日
〉
台
湾
に

て
ク
ラ
ス
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

只
今
台
中
の
張
君
、
嘉
義
の
蘇
君
に

連
絡
中
で
す
。
多
数
御
参
加
下
さ

い
。
十
月
中
に
御
連
絡
い
た
し
ま

す。

同
来
年
度
の
五
月
総
会
は
山
陰
よ
り

山
陽
方
面
と
な
り
ま
し
た
の
で
松

尾
、
角
、
竹
田
、
湯
浅
、
浅
野
の
諸

君
に
宜
敷
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

幹
事
千
野
、
山
路
、
清
水

会

十
四
会
の
今
年
の
総
会
は
万
事
、
母

校
八
十
周
年
記
念
行
事
に
歩
調
を
合
せ

て
行
な
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。
従
っ

て
当
日
の
総
会
は
い
つ
も
の
様
な
進
行

は
さ
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
椿
山
荘

に
集
っ
て
席
を
つ
ら
ね
て
学
校
の
宴
席

の
進
行
に
合
せ
る
事
に
な
る
と
恩
わ
れ

る
。
席
を
連
ね
る
と
云
う
事
が
大
切
な

の
で
会
場
で
合
っ
た
ら
お
互
い
に
連
絡

し
合
う
様
に
心
が
け
て
下
さ
い
。
皆
さ

ん
と
顔
を
揃
え
て
旧
友
と
の
懇
談
の
出

来
る
会
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ

の
席
で
来
年
の
総
会
を
何
処
で
何
月
頃

開
く
か
を
決
め
て
置
い
て
準
備
に
か
か

り
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
良
い
案
を

持
ち
よ
っ
て
ほ
し
い
。
十
四
会
も
四
十

年
を
過
ぎ
た
。
い
ろ
い
ろ
と
総
会
へ
の

要
望
も
変
っ
て
来
た
年
頃
に
な
っ

て
い

る
と
思
う
、
何
か
と
注
文
を
つ
け
て
も

ら
え
る
と
や
り
良
い
。
毎
年
の
総
会
通

知
に
返
事
を
呉
れ
な
い
会
員
は
そ
の
労

力
と
費
用
の
無
駄
を
知
っ

て
ほ
し
い
。

諸
君
の
近
況
を
皆
ん
な
知
り
た
が
っ
て

い
る
。
貴
下
の
近
況
は
出
席
者
に
回
覧

さ
れ
て
そ
れ
か
ら
又
話
し
が
湧
い
て
あ

な
た
の
無
事
を
そ
し
て
自
分
達
の
健
康

を
喜
び
合
っ
て
い
る
事
を
忘
れ
な
い
様

に
願
う
。
去
る
七
月
十
一
日
と
十
二
日

想
い
出
多
い
伊
香
保
温
泉
に
公
害
を
避

け
学
窓
時
代
か
ら
の
あ
れ
こ
れ
を
話
し

合
う
会
を
計
画
し
て
母
校
の
記
念
行
事

も
あ
る
の
で
東
京
を
中
心
と
し
た
近
県

の
各
位
に
案
内
し
て
集
り
を
更
に
意
義

深
い
会
に
す
る
為
に
日
歯
政
連
の
副
会

長
に
就
任
し
鹿
島
選
挙
に
東
奔
西
走
し

て
い
る
群
馬
の
斎
藤
静
三
君
と
茨
城
県

街
科
医
師
会
の
会
長
に
再
選
さ
れ
、
ま

た
日
歯
政
連
理
事
に
就
任
し
た
堤
安
君

を
激
励
す
る
会
と
し
尚
前
日
歯
常
務
理

事
、
東
都
歯
会
の
常
任
理
事
と
し
て
公

衆
衛
生
方
面
を
担
当
し
て
、
歯
科
界
に

大
き
な
業
積
を
残
し
て
退
任
さ
れ
た
、

上
野
の
遠
藤
壮
三
郎
君
に
感
謝
す
る
会

を
併
せ
三
君
の
今
後
の
活
躍
を
祈
念
す

る
事
と
し
て
群
馬
の
山
口
秀
君
、
森
下

回
部
君
の
御
骨
折
り
で
伊
香
保
小
暮
旅

館
に
集
っ
た
。
そ
の
会
合
の
次
第
は
前

回
の
会
報
で
写
真
を
つ
け
て
報
告
し
て

置
き
ま
し
た
の
で
御
覧
願
っ
た
事
と
思

う
。
本
当
に
楽
し
い
一
泊
二
日
間
だ
っ

た
。
会
員
消
息
。
大
阪
の
生
駒
慧
君
が

八
月
三
日
朝
五
時
入
院
加
療
中
薬
石
効

な
く
死
去
さ
れ
た
。
病
名
は
骨
肉
腫
、

心
か
ら
哀
悼
の
意
を
俸
げ
る
。
卒
業
以

来
時
折
り
姿
を
見
せ
て
く
れ
た
君
が

三
、
四
年
前
か
ら
神
経
痛
で
腰
が
痛
く

療
養
を
し
て
い
る
と
便
り
が
あ
っ
た
が

彼
が
不
帰
の
客
に
な
る
と
は
考
え
て
も

い
な
か
っ
た
。
御
子
息
の
電
話
に
よ
る

と
入
院
し
た
が
病
状
が
悪
化
し
て
い
て

手
術
も
不
可
能
だ
っ
た
と
の
事
、
心
か

ら
彼
の
笑
福
を
祈
っ
て
や
ま
な
い
。
今

年
も
一
人
の
同
期
生
を
失
い
、
あ
す
の

日
の
自
分
を
考
え
る
と
心
細
く
な
る
。

彼
の
大
阪
で
の
歯
科
医
歴
に
つ
い
て
は

詳
ら
か
で
な
い
が
開
業
医
と
し
て
患
者

の
信
頼
を
集
め
華
や
か
な
開
業
で
あ
っ

た
。
御
遺
族
の
今
後
の
健
康
と
発
展
を

祈
り
合
掌
す
る
。

千
葉
県
の
斎
藤
義
一
君
も
昭
和
二
十

三
年
四
月
に
四
十
八
才
の
若
さ
で
亡
く

な
ら
れ
そ
の
三
年
前
に
夫
人
も
亡
く
な

ら
れ
子
供
さ
ん
も
な
く
養
子
を
迎
え
開

業
す
る
つ
も
り
で
土
地
を
買
っ
て
準
備

中
肺
結
核
の
為
死
亡
さ
れ
た
由
、
養
子

の
息
子
さ
ん
は
農
業
、
十
四
会
の
案
内

を
息
子
さ
ん
は
巡
り
返
し

/
1読
ん
で

は
養
父
母
を
偲
ん
で
い
る
様
を
見
る
と

死
亡
の
事
を
知
ら
せ
る
元
気
も
出
な
い

で
い
た
、
が
こ
れ
で
は
養
父
も
浮
か
ば
れ

な
い
と
思
っ
て
、
思
い
切
っ
て
死
亡
の

通
知
を
し
た
と
涙
な
し
で
は
読
め
な
い

7 



手
紙
を
も
ら
っ
た
。
心
か
ら
彼
の
冥
福

を
祈
る
気
持
で
一
杯
で
あ
る
。
謹
ん
で

御
報
告
申
し
上
げ
て
、
各
位
の
自
愛
を

祈
っ
て
や
ま
な
い
。

母
校
の
記
今
匁
内
典
に
は
元
気
な
姿
で

逢
え
る
事
を
楽
し
み
に
し
て
待
つ
。

高

橋

記

で
、
拙
文
を
ょ
せ
る
事
を
御
許

し
こ

注「
J

。雨
男
小
生
の
為
か
又
々
小
雨
降
る
神

戸
駅
前
に
、
定
刻
す
れ
す
れ
に
駈
け
込

め
ば
す
で
に
全
員
集
合
。
卒
業
後
初
め

て
の
顔
も
あ
り
唯
々
年
齢
を
つ
く
づ
く

感
じ
る
も
、
話
と
な
れ
ば
昔
と
変
ら
ぬ

話
題
気
だ
け
は
若
い
若
い
。

天
気
を
案
じ
な
が
ら
張
り
切
り
ボ
ー

イ
広
谷
の
一
年
前
か
ら
安
達
直
東
京
幹

事
を
現
地
に
呼
ぴ
よ
せ
て
の
企
画
に
、

二
日
間
の
レ
ク
リ
エ

l
シ
ョ
ン
如
何
に

と
期
待
に
胸
ふ
く
ら
ま
せ
て
観
光
バ
ス

に
乗
車
。
新
婚
気
取
り
の
ア
ベ

ッ
ク
、

又
は
士
口
女
房
は
相
手
に
せ
ず
と
無
理
な

見
え
を
き
っ
て
単
独
者
グ
ル
ー
プ
へ
、

女
は
女
同
士
と
思
い
思
い
に
席
を
取

る
。
定
刻
よ
り
や
や
お
く
れ
て
発
車
、

ガ
イ
ト
の
説
明
も
上
の
空
、
雑
談
に
花

が
咲
く
。
雨
の
た
め
湊
川
神
社
、
ポ
ー

ト
タ
ワ
ー
は
下
車
せ
ず
に
失
礼
。
花
時

計
、
官
庁
街
と
パ
ス
は
進
み
貿
易
セ
ン

タ
ー
で
下
車
。
た
っ
ぷ
り
一
時
間
、

高

所
か
ら
お
茶
を
飲
ん
だ
り
し
ゃ
べ
っ
た

り
し
て
雨
雲
け
む
る
港
町
見
物
。
再
度

パ
ス
に
乗
車
、
新
装
な
っ
た
港
町
大
橋

を
渡
っ
て
一
路
六
甲
へ

、

新
緑
と
白
い
花
の
咲
く
木
の
聞
を
標

十
三
年
前
の
思
い
出
多
き
関
西
に
、

高
千
メ
ー
ト
ル
を
一
気
に
登
り
展
望
台

世
界
的
行
事
万
博
を
見
る
会
を
、
再
度
に
停
車
す
る
も
雨
の
為
眺
望
き
か
ず
寒

広
谷
の
リ
ー
ダ
ー
で
盛
大
に
行
な
わ
れ
風
身
に
泌
み
る
の
み
、
早
々
に
出
発
五

た
事
に
感
謝
す
る
意
義
を
感
じ
た
の
時
頃
旅
館
に
着
く
。
先
発
幹
事
が
待
ち

辰

会

総
会
ご
案
内

恒
例
の
よ
う
に
同
窓
会
総
会
当
日、

十
一
月
八
日
(
日
)
棒
山
荘
で
の
宴
会
に

引
き
続
き
、
同
国
の
喫
茶
室
に
於
い

て
、
七
時
か
ら
三
辰
会
総
会
を
開
催
致

し
ま
す
。
八
十
周
年
の
祝
賀
会
に
は
挙

っ
て
参
加
、
出
席
さ
れ
ま
す
よ
う
に
。

八
十
周
年
祝
賀
の
祝
宴
は
勝
山
荘
で
午

後
五
時
開
宴
で
す
か
ら
、
三
辰
会
の
方

は
茶
菓
程
度
に
致
し
ま
す
。
七
時
J
九

時
の
間
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
会
費

三
百
円
。

昭

久

会

-

会

だ

よ

り

ク

一フ

ス

受
け
て
肝
入
り
の
西
陣
織
財
布
と
交
換

に
会
費
徴
集
の
関
所
.
つ
く
り
。
支
払
、

室
割
り
と

一
時
広
い
ロ
ビ
ー
も
大
混

雑
。
何
と
か
整
理
も
つ
い
て
部
屋
に
入

る
。
さ
す
が
の
旅
館
も
万
博
プ
l
ム
で

室
取
り
が
思
う
に
ま
か
せ
ず
単
独
組
の

部
屋
が
ア
ベ
ッ
ク
組
と
数
段
の
差
、
怒

る
事
怒
る
事
口
惜
し
か
っ
た
ら
ア
ベ
ッ

ク
で
お
い
で
グ

六
時
半
大
広
間
に
参
集
、
記
念
写
真

と
云
う
に
数
人
の
参
集
な
く
連
絡
に
大

童
、
冗
談
続
出
。
熊
谷
司
会
で
物
故
会

員
に
対
し
黙
祷
を
捧
げ
広
谷
の
挨
拶
を

皮
切
り
に
各
地
区
幹
事
が
各
々
の
近
況

報
告
、
次
回
は
名
古
屋
と
確
定
、
宴
芸

に
入
る
。
遊
興
人
生
の
表
裏
を
知
り
つ

く
し
た
か
と
思
う
芸
達
者
が
ひ
き
い
る

タ
コ
お
ど
り
、
H
な
先
生
待
望
の
ス
ト

リ
ッ
プ
、
若
い
女
性
は
早
々
に
退
席
。

酒
も
廻
っ
て
奥
様
に
あ
や
ま
り
な
が
ら

ス
ト
リ
ッ
パ

l
の
着
衣
取
り
に
酒
の
味

も
一
段
と
よ
く
な
り
下
戸
に
は
気
の
毒

の
至
り
。
各
地
区
代
表
の
か
く
し
芸
披

露
に
宴
ま
す
ま
す
盛
、
は
じ
め
て
出
席

の
会
員
や
夫
人
達
の
自
己
紹
介
の
時
聞

が
無
く
な
っ
た
の
は
一
寸
淋
し
か
っ

た
。
宴
後
男
性
、
女
性
と
別
室
に
集
り

夜
の
更
け
る
の
も
忘
れ
て
談
合
、
昭
久

会
健
在
な
り
の
感
一
入
。

翌
日
は
う
っ
て
変
っ
て
晴
天
。
七
時

半
朝
食
、
次
期
会
合
に
つ
い
て
し
ば
し

討
論
、
片
や
東
京
幹
事
の
年
会
費
徴
収

ゴ
ッ
ソ
リ
数
年
分
を
納
入
し
た
者
数
人

会
許
一
息
つ
く
な
ら
ん
。

八
時
、
ハ
ス
乗
車
、
思
い
が
け
ぬ
温
沓

せ
ん
ぺ
い
を
大
阪
幹
事
の
や
り
く
り
で

弁
当
と
共
に
頂
く
。
万
博
見
物
に
は
少

々
荷
に
な
る
が
・
・
・:
・。

途
中
天
気
に
恵
れ
蓬
莱
峡
の
よ
き
眺

望
に
下
手
な
八
ミ

リ
が
方
々

で
廻
転
、

宝
塚
を
右
に
見
て
少
し
道
路
混
雑
あ
る

も
予
定
の
如
く
進
む
。
多
忙
人
士
数
人

別
れ
を
惜
し
ん
で
途
中
下
車
、
待
望
の

万
博
の
建
造
物
望
見
し
は
じ
め
る
道
路

頗
る
よ
し
、
北
口
駐
車
場
下
車
、
混
雑

な
か
な
か
な
り
。
案
内
人
を
見
失
う

ま
い
と
従
い
て
行
く
。
文
記
念
写
真
、

ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
北
口

に
向
う
ゲ
l
ト
に
入

る
。
人
波
に
も
ま
れ

一
同
何
と
な
く
解

散
、
い
つ
も
の
解
散
の
淋
し
さ
無
し
こ

れ
も
又
よ
き
か
な
。

思
い
思
い
の
パ
ビ
リ
オ

γ
に
向
う
。

さ
す
が
は
大
万
博
中
で
ク
ラ
ス
メ
ー
ト

の
誰
彼
と
顔
を
合
わ
す
事
殆
ど
な
し
。

十
三
年
前
の
二
十
周
年
に
は
小
生
終

始
広
谷
に
引
き
ず
ら
れ
、
あ
の
様
な
昭

久
会
開
び
ゃ
く
以
来
の
盛
会
、
又
々
今

日
の
盛
会
と
全
く
広
谷
の
熱
意
に
は
頭

が
下
る
。
同
時
に
関
西
会
員
の
こ
の
一

年
間
の
準
備
御
苦
労
の
程
、
と
て
も
筆

舌
に
つ
く
し
が
た
く
た
だ
た
ピ
深
く
感

謝
あ
る
の
み
。

こ
の
間
実
に
十
五
名
の
物
故
会
員
を

み
る
は
、
小
生
の
如
く
手
術
を
受
け
て

の
片
わ
者
に
は
何
と
も
云
え
ぬ
思
い
出

で
あ
る
。
前
に
賓
客
に
っ
た
福
島
前
学

長
は
病
床
に
あ
り
、
会
員
の
中
に
も
胃

だ
、
心
臓
だ
、
糖
尿
だ
と
身
体
の
異
常

を
訴
え
る
人
に
も
あ
り
是
非
是
非
御
自

愛
い
つ
の
旅
行
に
も
一応
気
な
顔
を
見
せ

て
頂
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

最
後
に
筆
を
お
く
に
あ
た
り
東
京
支

部
長
の
席
の
み
汚
し
何
も
出
来
ず
下
番

す
る
事
を
御
許
し
願
う
。

今
回
の
出
席
者
名
を
記
し
再
度
関
西

各
位
に
深
甚
の
謝
意
を
捧
げ
諸
兄
な
ら

び
に
御
家
族
の
と
健
祥
を
祈
る
。
(
文

責
安
達
嘉
〉

な
お
同
窓
会
総
会
の
前
夜
〈
十
一
月

七
日
〉
ク
ラ
ス
会
総
会
を
開
き
ま
す

が
、
改
め
て
御
通
知
申
し
上
げ
ま
す
。
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昭
和
十
七
年

L

七
月
二
十
四
日
、
二
十
五
日
、
二
十

六
日
の
一
一
一
日
間
、
大
阪
の
級
友
片
山
、

大
塚
、
大
西
君
ら
の
御
世
話
で
万
博
見

物
ク
ラ
ス
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

集
う
も
の
会
員
三
十
二
名
、
同
伴
家

族
を
含
め
総
勢
六
十
五
名
、
二
十
四
日

大
阪
び
わ
こ
ホ
テ
ル
に
参
集
、
夜
の
万

博
見
物
に
始
ま
り
、
翌
一
日
も
見
物
、

当
夜
宝
塚
温
泉
水
明
館
に
一
泊
し
ま
し

た。
当
夜
は
会
員
、
家
族

一
同
で
楽
し
い

宴
を
催
し
、
旧
交
を
温
め
ま
し
た。

幹
事
御
一
同
の
鰍
密
な
計
画
、
細
か

い
と
こ
ろ
ま
で
行
き
届
い
た
御
世
話
で

楽
し
い
一
一
一
日
間
を
過
し
ま
し
た
。

兵
庫
県
か
ら
西
村
隆
、
難
波
、
赤
沢

の
諸
君
が
手
伝
い
に
き
て
く
れ
ま
し

た
。
御
世
話
い
た
だ
い
た
右
級
友
諸
君

に
は
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ

の
詳
細
は
「
一
志
会
だ
よ
り
」
に
掲
載

会

志



-
ク

一フ

ス

会

い
た
し
ま
す
。

四
十
五
年
度
ク
ラ
ス
総
会
の
お
知
ら

せ。
十
一
月
七
日
(
土
)
外
神
田
明
神
下

だ

よ

り
受
亭
に
お
い
て
午
後
六
時
よ
り
総
会
を

開
催
い
た
し
ま
す
。
役
員
改
選
が
あ
り

ま
す
の
で
ぜ
ひ
御
出
席
下
さ
い
。

御
同
伴
を
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

〈
長
谷
川
記
)

十

...... 
"、

会

昭
和
十
九
年
卒

1
1

会
員
諸
兄
厳
し
い
夏
も
過
ぎ
毎
日
御

元
気
に
て
御
活
躍
の
事
誠
に
喜
ば
し
い

次
第
で
す
。

去
る
八
月
二
十
九
日
(
土
)
、
十
六
会

総
会
(
昭
和
四
十
五
年
度
)
が
箕
面
観

光
ホ
テ
ル
(
大
阪
府
箕
面
市
〉
に
て
、

多
数
会
員
御
出
席
の
う
ち
に
誠
に
盛
大

に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
種
々
御
準
備
に

御
骨
折
り
い
た
だ
い
た
世
話
人
の
片

山、

伊
黒
、
朝
限
、
大
村
、
梅
津
、
元

津
、
三
浦
、
工
藤
の
諸
先
生
に
は
誌
上

を
拝
借
し
て
厚
く
幹
事
一
同
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

@
総
会
の
記

て

飯
田
幹
事
長
の
挨
拶

一
、
坂
本
会
計
幹
事
の
会
計
報
告

て

横
山
幹
事
の
庶
務
報
告

て

幹
事
選
出

飯
田
精
一

、
金

沢

滋
、
城
所
進
、

佐
賀
武
雄
、
坂
本
士
口
盛

の
幹
事
は
任
期
満
了
に
て
辞
め
ら
れ
ま

し
た
。
誌
上
を
拝
借
し
て
誠
に
良
く
や

っ
て
下
さ
っ

た
事
の
謝
辞
を
申
し
上
げ

ま
す
。新

幹
事

鈴
木
貞
夫
、
福
本
忍
、
田
中
俊
三

御
多
用
中
と
は
存
じ
ま
す
が
三
先
生
に

御
願
い
申
し
上
げ
ま
し
た
。

一
、
記
念
撮
影
(
家
族
と
共
に
〉

一
、
懇
親
会

本
人
三
十
九
人
、
家
族
三
十
二
人
片

山
、
児
玉
両
君
の
司
会
に
て
あ
っ
と
い

う
聞
に
時
間
が
経
ち
、
二
十
何
年
振
り

に
出
席
し
た
会
員
。
は
る
ば
る
九
州
か

ら
佐
藤
臨
時
君
出
席
、
北
海
道
か
ら
は
残

念
乍
ら
誰
の
顔
も
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
参
加
者
は
、
写
真
後
列
左
よ
り
、
小

宮
山
、
伊
黒
、
大
村
〈
林
木
)
、
三
浦
、

石
井
、
石
塚
、
坂
、
小
寺
、
佐
藤
、
大

村
(
春
〉
、
児
玉、

森
岡
、
勝
田
、
朝
隈

森
田
、
佐
藤
夫
人
、
工
藤
、
佐
藤
次
女

白
井
、
田
中
夫
人
、
西
条
、
そ
の
前
の

列
左
よ
り
、
西
条
夫
人
、
西
条
長
女
、

村
田
、
後
藤
、
本
山
、
金
子
、
栗
原
、

元
津
、
西
条
長
男
、
片
山
、
前
列
よ
り

二
列
目
左
よ
り
)
西
条
次
男
、
三
浦
長

女
、
三
浦
夫
人
、
大
村
夫
人
、
泉
川、

我
妻
、
鈴
木
、
福
本
、
横
山
、
有
馬
、

飯
田
、
坂
本
、
田
中、

堀
江
、
山
根
、

浅
井
、
藤
原
、
飯
田
長
男
、
前
列
左
よ

り
、
三
浦
長
男
、
児
玉
夫
人
、
有
馬
夫

人
、
有
馬
母
堂
、
有
馬
長
男
、
福
本
長

男
、
福
本
次
男
、
福
本
三
男
、
山
根
次

女
、
飯
凶
夫
人
、
飯
田
長
女
、
坂
本
夫

人
、
堀
江
夫
人
、
福
本
夫
人
、
坂
本
長

女
、
坂
本
次
男
、
栗
原
長
女
、
栗
原
長

男
の
他
に
、
写
真
に
は
写
ら
な
か
っ
た

が
藤
井
、
村
田
夫
人
、
山
根
夫
人
、
山

根
長
女
の
参
加
を
加
え
て
、
会
員
三
十

九
名
、
家
族
三
十
二
名
の
多
勢
で
あ
っ

た。@
昭
和
四
十
六
年
度
の
総
会
の
記

八
月
二
十
九
日
(
土
)
の
総
会
の
席
上

に
て
出
席
さ
れ
た
諸
兄
の
絶
大
な
る
御

希
望
に
よ
り
左
記
の
よ
う
に
決
定
し
ま

し
た。

寸
L昭

和
四
十
六
年
十
月
頃

四

国

四
国
在
住
会
員
後
藤
、
西
条

山
口
の
諸
先
生
笈
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

@
母
校
創
立
八
十
周
年
記
念
十
六
会

懇
親
会
開
催
の
記

と

き

十

一
月
七
日
(
土
)

午
後
六
時
(
予
定
)

と
こ
ろ
東
京
都
内
(
詳
細
は
後
H
連

絡
)

総
会
の
席
上
で
会
回
以
諸
兄
よ
り
多
数

の
御
希
望
が
あ
り
ま
し
た
の
で
開
催
を

決
定
し
ま
し
た
。
御
上
京
の
諸
兄
多
数

収
容
出
来
ま
す
『
ホ
テ
ル
』
を
準
備
中

で
す
。
詳
細
は
後
日
御
連
絡
し
ま
す
。

東
京
在
住
の
諸
兄
も
出
来
る
だ
け
一
泊

し
て、

久
し
振
り
に
多
数
の
友
と
語
り

あ
っ

て
い
た
た
く
よ
う
幹
事
一
同
希
望

し
て
居
り
ま
す
。

で
は
後
日
御
連
絡
の
郵
使
物
を
お
楽

し
み
に
。

最
後
に
住
所
、
電
話
番
号
、
住
居
地

地
番
変
更
の
あ
っ
た
方
は

東
京
都
目
黒
区
上
目
黒
四
|
一
一
十
一
|

ル

』

寺

C

と
こ
ろ

世
話
人
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三

白

井

干

m

電

話

東

京

(
O一
一
一
)
|
七
一
一
一
|
四

O

七
四

至
急
連
絡
し
て
下
さ
い
。

(
白
井
記
)

十
一
一
日

L

つ

み

会
員
諸
兄
に
は
ま
す
ま
す
お
元
気
に

と
活
躍
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

さ
て
今
秋
は
母
校
創
立
八
十
周
年
記

念
行
事
が
盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
す
の

で
、
わ
が
い
づ
み
会
で
も
そ
れ
に
と
参

加
の
方
の
便
宜
を
考
え
て
、
既
に
と
案

内
の
如
く
第
二
十
三
回
総
会
を
東
京
で

開
催
い
た
し
ま
す
。
何
と
ぞ
と
万
障
お

く
り
あ
わ
せ
の
上
、

C
出
席
下
さ
い
ま凶

院

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
行
事
日

程
を
念
の
た
め
書
き
添
え
ま
す
。

O
十
一
月
七
日
(
土
)
午
後
六
時

母
校
集
合

O
夜
の
東
京
探
訪
デ
ラ
ッ
ク
ス
は
仕

パ
ス
を
チ
ャ
ー
タ
ー、

ま
ず
赤
坂
の

キ
ャ
バ
レ
ー

・
ミ
カ
ド
で
観
シ
ョ
ウ

さ
ら
に
帝
国
ホ
テ
ル

・
シ
ア
タ
レ
ス

ト
ラ
ン
で
食
事
と
観
劇

τ 
喜

会

久
喜
会
A
組
の
ク
ラ
ス
会
を
去
る
八

ク

一フ

ス
A 
'J'J' 

だ

よ

り
月
二
十
二
日
か
ら
、
二
十
四
日
に
か

け
、
北
海
道
で
開
催
致
し
ま
し
た
。

遠
路
に
も
拘
ら
ず
、
会
員
二
十
三

名
、
家
族
同
伴
者
九
名
で
、
札
幌
夜
の

観
光
。
登
別
の
北
海
太
鼓
と
大
浴
場
。

白
老
の
ア
イ
ヌ
部
落
。
支
務
一
湖
を
二
泊

一
一
一
日
、
貸
切
パ
ス
で
観
光
し
、
途
中
ゴ

ル
フ
を
す
る
方
々
も
あ
り
久
し
く
近
況

を
語
り
合
い
、
幼
稚
園
、
小
学
生
の
息

子
、
娘
を
早
く
も
売
り
込
ん
で
旧
交
を

温
め
ま
し
た
。

な
お
、
欠
席
の
方
々
か
ら
御
寄
附
い

た
だ
き
、
出
席
の
方
と
同
じ
小
樽
焼
き

の
陶
器
を
お
送
り
し
て
感
謝
の
意
を
表

し
ま
し
た
。

食
べ
物
で
は
、
馬
鈴
謡
、
と
う
き
ぴ

は
勿
論
の
こ
と
、
道
産
の
メ
ロ
ン
が
事

の
ほ
か
好
評
を
博
し、

パ
ス
の
中
で
お

か
わ
り
の
さ
い
そ
く
が
出
て
、
幹
事
は

計
算
外
の
嬉
し
い
悲
鳴
を
あ
げ
ま
し

た。
欠
席
者
に
も
記
念
写
真
を
送
り
ま
し

た
。
来
年
の
那
須
で
の
再
会
を
約
し
て

(
幹
事
築
瀬

・
栃
瀬
)
支
翁
湖
で
お

別
れ
の
チ
ッ
プ
昼
食
会
、
千
歳
空
港
経

由
札
幌
駅
解
散
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ

の
後
各
自
で
道
内
観
光
さ
れ
た
方
々
も

あ
り
、
楽
し
い
今
年
の
夏
休
み
で
し

た

。

(

唐

橋

記

)

踏

」

志

会

万
国
博
終
了
の
九
月
十
二
日
(
土
)
十

三
日
(
日
〉
の
二
日
間
、
岐
阜
長
良
川
温

泉
金
華
山
麓
の
ホ
テ
ル
パ

i
p
み
な
と

館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
回
目
の
東
京
、
次
い
で
熱
海
、

日
光
、
修
善
寺
に
続
い
て
第
五
回
踏
志

会
は
東
海
地
区
が
幹
事
担
当
と
な
り
、

現
在
名
城
大
学
理
工
学
部
に
在
職
さ
れ

て
い
る
嶺
脇
四
郎
先
生
を
お
迎
え
し
ま

し
た
。
第
一
日
目
は
奥
山

・
川
村

・
藤

井
の
=
一
君
が
同
館
に
前
泊
し、

当
地
の

岡

・
酒
井
君
と
共
に
早
朝
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
を
行
な
っ
た
。
関
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

グ
で
日
頃
の
腕
を
ふ
る
い
岡
君
が
優
勝

東
京
都
千
代
田
区
三
崎
町
二
丁
目
九
番
十
八
号

東

京

歯

科

大

学

同

窓

会

電
阪
東
京
ハ
二
六
二
〉
三
四
二
一
ハ
代
V
振
替
七
六
九

O
四
番

編

集

策

発

行

人

渡

辺

冨

士

を
し
た
。
夕
刻
出
席
者
全
員
は
鵜
飼
船

に
分
乗
し
芸
妓
を
集
め
宴
会
を
行
な
っ

た
。
川
面
に
き
ら
め
く
花
火
を
見
、
盆

踊
り
を
眺
め
、
鵜
匠
の
手
綱
も
あ
ざ
や

発

行

所

か
に
ひ
と
と
き
の
鵜
飼
を
楽
し
ん
だ
。

下
船
後
は
各
自
思
い
思
い
に
柳
ガ
瀬

の
町
、
金
華
山
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
等
へ
自

由
行
動
。
第
二
日
目
は
朝
食
後
総
会
を

行
な
い
事
務
報
告
会
計
報
告
の
後
、
本

年
結
婚
を
し
た
人
へ
の
金
盃
の
授
与
を

嶺
脇
先
生
に
し
て
い
た
だ
い
た
。
川
原

で
記
念
撮
影
後
、
冷
房
貸
切
パ
ス
で
約

半
数
の
人
が
日
本
ラ
イ
ン
下
り
、
明
治

村
観
光
へ
と
出
か
け
た
。
日
本
ラ
イ
ン

下
り
で
は
約
一
時
間
貸
切
船
で
豪
快
な

流
れ
と
風
光
を
味
わ
っ
た
。

午
後
四
時
に
名
古
屋
駅
新
幹
線
側
で

解
散
を
し
た
。
ク
ラ
ス
会
の
前
後
を
通

じ
て
愛
知
学
院
大
学
歯
学
部
へ
の
見
学

も
あ
り
有
意
義
で
あ
っ
た
。
(
阿
部
記
〉

出
席
者
、
嶺
脇
四
郎
先
生
、
黒
田
光

埠
、
対
馬
具
海
、
石
内
可
城
、
山
口
英

男
、
武
田
洋
一

、
田
中
秀
穂
、
八
百
枝

勝
、
河
村
富
次
、
山
田
祐
敬
、
丸
田
五

十
三
、
山
本
芳
隆
、
篠
沢
宏
、
藍
原
繁

樹
、
藤
城
彰
人
、
西
尾
義
房
、
岡
英
治

水
谷
玄
、
城
所
繁
、
酒
井
優
、
武
藤
章

美
、
田
中
令
子
、
高
木
瑞
穂
、
安
田
以

久
、
川
村
了
一

、
奥
平
秀
子
、
村
木
正

藤
井
康
博
、
臼
田
威
、
安
藤
彰
彦
、
早

稲
田
正
紀
、
山
田
紀
夫
、
角
田
達
彦
、

勝
井
健
介
、
{子
美
房
英
、
高
橋
捷
治
、

奥
山
誠
、
阿
部
本
晴
、
中
山
二
ハ
、
藤

城
鉄
英
、
小
川
敏
彦
、
田
中
紀
夫
、
朝

浪
惣
一
郎
、
神
谷
文
彦
、
柴
山
謹
一
郎

稲
川
英
史
。
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